
 

   京都大学教育学部同窓会における講演より 

 

     学校法人きのくに子どもの村学園 

        堀  真 一 郎  

 

私は大学院のドクターコースの 1 年が終わったところで、

大阪市立大学の方に来ないかというお話をいただき、そこで

25 年間勤めました。けれども、どうしても自分自身の思うよ

うな学校をつくりたいと思って、ちょうど 50 歳の時に大学

を辞め、今もなお子どもたちと楽しく毎日を過ごしておりま

す。子どもたちからは「永遠の 38 歳」と呼ばれています（笑）。 

今日は時間も限られていますので、大急ぎで子どもたちの

様子を、そして私たちがなぜこういう学校を作ろうと思った

のかについて、画像で見ていただきながら話を進めさせてい

ただきます。 

私の郷里は福井県の勝山という雪の深いところです。その

中のある分校に私の母親が 3 年間勤めました。その学校の雰

囲気、子どもと大人との関係、あるいは村の人と学校との関

係、そういったことが、私にとっては原点のようなところに

なりました。福井県勝山市立の北谷小学校の杉山分校という



ところです。 

 ちょうどその頃、まだ小学校の 5年生ぐらいでしたけれど、

あの『二十四の瞳』の、最初の白黒の映画を見に行ったこと

があります。これも、自分にとっていちばん大事な出発点か

なと思います。 

さて、京都大学の教育学部で、こ

の先生との出会いがすべてを決め

たと言ってもいいと思います。

鰺坂二夫
あじさかつぎお

先生です。鰺坂先生は、

教養課程の 1 年生のために専門講

義としての「教育学」という講義をなさっていて、その時に

伺った話がとても私の心に響き、専門課程に入ったら鰺坂先

生のご指導を仰ごうと決めておりました。その頃の私は、先

ほども言いました山の分校のことが頭から離れませんでし

たから、卒業論文は「僻地
へ き ち

教育」で書こうと、固く心に決め

ていました。 

ところが 3 年生の秋になり、イギリスのサマーヒルという

学校を作ったニイルの本を読んでしまったばっかりに、僻地

教育で卒論を書くことから心変わりして、鰺坂先生に「ニイ

ルで卒論を書いてもいいですか」とおたずねしました。鰺坂

先生はすごく喜ばれて、「それはいい。ぜひともやりたまえ。

何か資料があって、手に入りにくかったら研究費で買うぞ」

とまでおっしゃいました。その鰺坂先生からいただいた最も

鰺坂二夫先生  A.S.ニイル 



大事な教え、それは「教育学的現実」ということです。教育

の研究をする者は「子どもがそこにいるという現実」から出

発しなければならない。ことばを換えて言えば、子ども不在

の教育学をするなよ、ということでした。 

 

 1992 年４月に私たちの学校がようやくできました。8年か

かりましたが、現在は全国 5 か所に小学校と中学校、そして

和歌山には高等専修学校という高校もあります。いちばん最

初が和歌山（橋本市）のきのくに、2番目が私の郷里でもあ

る福井県のかつやま子どもの村、3番目が北九州、次が山梨

県の南アルプス市、最後に、これはできてからまだ 4年目で

すけれども、長崎県の 東彼杵
ひがしそのぎ

という町の子どもの村です。

私は月曜日から金曜日まで、この 5 か所を順番に回っており

ます。瀬戸内海はフェリーを使いますけれど、あとはすべて

自家用で回っています。皆さん、次に車を買われる時は三菱

のパジェロがいいですよ（笑）。あれは本当によく走ってく

れますし、揺れませんので。 

 そしてもう一つ、イギリスのスコットランドで、寄宿学校だ

ったキルクハニティ校を買い取り、私たちの学校の子どもたち

を毎年のように連れて行っています。今現在(23 年 7 月)も高

校生が滞在しています。毎年のように小学生も行くのですが、

コロナの間は控えています。コロナの間は控えています。9月



と 10 月には中学生も連れていきます。いちばん最初のきのく

に子どもの村は、すべて木造です。上から見ると写真のよう

になっています。黄色の長方形の部分が 20 周年ホールで、

開校 20 周年に建てたのですが、この写真にはまだ映ってい

ません。かなり山の中です。 

かつては橋本市の公立小学校の分校があったのですが、私

たちの学校として使わせてもらう話が暗礁に乗り上げ、結局、

自分で土地を求めて、小学校、中学校も、高校の順で作りま

した。寮が数棟で、周辺に点々とあるのが昔の村の家です。 

福井県のかつやま子どもの村は、公立の小学校の子がい

  きのくに子どもの村       上空から見たきのくに子どもの村 

かつやま子どもの村      南アルプス子どもの村 



なくなったので、何とかして有効に活用したいという市長さ

んや議員さん、教育長さんたちの熱意に応える形で、1998 年

に２つめの子どもの村小学校として誕生しました。 

 北九州子どもの村も、平尾台という山の上の分校だったの

ですが、子どもがいなくなることに目をつけた人たちが学校

を始めました。私も、学校ができるまでは手出しも口出しも

しましたけれど、なかなか子どもが集まらない。開校したと

きに 11 人、3 年後には 9 人に減ってしまい、私たちにＳＯ

Ｓが来て、何はともあれ急いで中学校を作ることにしました。

現在は、小中あわせて子どもが 120 人近くになっています。 

  南アルプス子どもの村は、もとは果樹園だったのですが、

高齢化でしんどくなってきた人たちが土地を譲ってくれま

した。ちょっと戻りますが、かつやま子どもの村は元は公立

の小学校だったわけです。しかし私たちは、家賃も使用料も

一切払っていません。借り物の施設で私立の学校ができたと

いう最初のケースです。文部科学省の方からも、今まではこ

北九州子どもの村      ながさき東そのぎ子どもの村 



んな例はなかったから、今後はそういう話も出てくるかもし

れないので、いろいろ教えてほしいとまで言われました。 

 北九州子どもの村も、市からタダで借りて使っている土地

と建物に、私たちが中学校を併設しました。しかし、南アル

プス子どもの村は、土地も建物も自前で用意しました。ほん

らい私立学校というのは、自前の施設でないいとダメ、とい

うのが文科省の鉄の掟だったのですが、その壁を我々が破っ

たことになります。 

 ながさき東そのぎ子どもの村では、町長さんと教育長さん、

議員さん、それに土地の人たちの熱意に負けてとうとうでき

てしまいました。 

  日本じゅうのあちこちから「もう一つ子どもの村を」とい

う 話が届いています。北は北海道から南は沖縄まで、これ

までに 21 の自治体からお招きがありました。 

 最後はキルクハニティ子どもの村です。例のサマーヒルを

つくったニイルの影響を受けて、この学校を始めたのがジョ

ン・エッケンヘッドという人です。57年間続いた後に廃校に

なったので、私たちが買い取って、子どもの村の子どもたち

を連れて行っているわけです。短ければ 3 週間、長ければ 2

カ月の予定で滞在します。映っている小さい子らは、まだ小

学生です。 

ある小学 1 年生の子が、引率の副学園長に対してこんなこ

とを言い出しました。 



 

  「マルちゃん、この国はちょっとおかしい。変や。」 

 あんまり言うものですから「どこが変なの？」って聞いた

ら、彼が言いました。 

 「だって、言うてることがさっぱりわからん」。 

 私はこの感覚に感動しましたね。 

 私たちの学校は、どれも小さな学校です。学校を大きくして

はいけないというのが私の持論です。全部で 11校ありますが、

子どもの数は全部で 710人。子ども全員の顔も名前も、さらに

お父さんお母さんのことも、どの職員もが知っていることが可

能になるには、これでぎりぎりの人数だと思います。 

 
  子どもたちの学習の質を変える    

 

 大阪市立大学に勤めながら、学校づくりを始めたいと思っ

ていた時に、最後の一押しをしたのが次の図です。1980年代
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の中ごろに小学生たちの生活実態調査をしました。たくさん

の質問の中に「あなたは学校でいちばん楽しいのは何ですか。

一つだけ選んでください」というのがありました、その質問

の集計をしたところ、ショッキングな結果が出ました。 

 「農村」というのは福井県の勝山市で「大都市」は大阪市

です。最も楽しいのは「友だちに会える」というのがどちら

もこんなに多い。そして何よりも私がショックを受けたのが、

「勉強がおもしろい」を選んだ子が農村でたった５％。大阪

に至っては２％なのです。 

 いくらなんでも、これはひどいではありませんか。学校と

いうのは、どう考えたって学習をするための施設です。でも、

その学習がいちばん楽しい、楽しみだ、早く明日になってほ

しい、と思って待っている子は、大阪では 100 人のうち２人

しかいません。1 クラス 30～40 人の中に１人いるかいない

かわからないという惨憺たる結果です。 

 この結果の数字は、調査をお願いした学校の現場の先生方



にお見せすることはできませんでした。私たちは、せめて子

どもたちの 3 分の 1 くらいが「授業がいちばん楽しい」と言

ってくれるような学校をつくろうじゃないか。それも、自分

たちの子どもたちのために、と話し合って学校づくりが始ま

りました。 

 私たちは、はっきり決めました。授業および学習、あるい

は勉強の質を変えない限り、学校で勉強がいちばん楽しいと

いう子の数はふえそうにない。 

「知識や技術や価値観を先生が子どもに伝える」という仕組

みを変えるしかない。子どもたち自身が発見する、子どもた

ち自身がやってみる、という学習に変えないことには、勉強

が何より楽しいという子はふえない。先生が子どもに、知識

や技術や価値観を教え込む「授業」つまり「業を授ける」と

いう意味の授業はやめよう。 

南アルプス子どもの村で、ある日の見学会の時にこんな

ことがありました。見学客の一人がすごく遠慮がちに「子

どもたちがすごく楽しそうで、生き生きしているのに感動

しました」と言われたあと、ことばをちょっと区切って、

「でも、学力は大丈夫なんでしょうか」と恐る恐る質問さ

れたのです。ちょうどその時、進学先の高校が振り替え休

日か何かで、たまたま遊びに来ていた中学校の卒業生が目

に入ったので呼び止めました。 



「りこちゃん、りこちゃん。高校の授業で困ってない？」 

 即座に答えが来ました。 

「堀さーん。高校の方が、うーんとラクだよ。」 

「どうして？」と聞いたらこう言いました。 

「高校ではね、先生の話を聞いていたら、それだけで済む

もん。」 

 現代の日本の学校教育に対する、これ以上に痛烈な批判

はないと思います。彼女、さらに続けました。 

 「ここの中学生の時には、メチャクチャ忙しかった」。 

 したいこと、やりたいこと、できることがありすぎて困

っていたのでしょう。子どもたちが「あれもやりたい、こ

れもしたい！ あぁ困った、時間がない！」と悲鳴をあげる

ような学校であり続けたいと私たちは思っています。 

デューイと Learning by Doing  

さて、学習の質を変えるためにまず注目し

たのが、ご存知アメリカのジョン・デューイ

です。彼は、主著といわれる『民主主義と教

育』の中でははっきりと書いています。 

 「教育の使命は、過去の価値の伝達にあるのではない。 

    未来の価値の創造にあるのだ。」  

 次のことばもよく知られています。 

 「1 オンスの経験は 1 トンの理論に勝る。」 



 つまり自分でやってみることは、たとえそれが少しでも、

先生からどっさり教わるよりもずっとよろしい、ということ

です。自分でやってみるとは、自分で考えて何かに挑戦する

ということです。子どもであれ、前線の科学者であれ、自分

で考える時には大事な 5 つの局面があります。子どもたち自

身が、問題が生じた、困った、何とかしたい、というような

状況を感じ取るのですが、普通の学校ではそうはなっていま

せん。 

先生が入室すると「起立・礼」から始まり、 

「国語の教科書の 73 ページを開いてください」 

と、いうようにして学習が始まります。子ども自身が、知り

たい、考えたい、ということではないのです。デューイが言

うには、子どもたち自身が問題を感じ取って、「一体どうな

ってるんだろ」、「あぁ、これがいかん」、「これを何とか

せんと」ということで仮説を立てます。その仮説をもう一度

よく整理して、「これでいけるはず」と結論をまとめ、それ

が妥当な結論かどうかを子どもたち自身が実行して確かめ

ます。 

普通の学校では、子ども

が「これは大変だ」とか、

「何とかせんと」とか感じ

て頭をはたらかせる、とい

うようなことは起きていな



いのではないでしょうか。あったとしても非常に少ない。そ

れから結論が正しいかどうかを、自分で確かめるのではなく

て、先生が○✕をつけてしまいます。私の学校に途中でやっ

てくる子の中に、こんなことを言う子がいますよ。私たちの

手作りのプリントを「これはどういうふうに考えたの？」と

かいったやり取りをしながら見せてもらうのですが、何人か

の子から言われることがあります。 

 「どう考えたかはいいから。〇か✕かを先に言って」 

 こういう子が少なくないのです。これでは子どもたちは、

先生が〇をつけたから正しい、✕をつけたら間違っている、

と考えるようになってしまいます。 

 

私たちの学校について、オオタヴィンという人が『夢みる

小学校』という映画をつくりました。あちこちで自主上映会

という形で観てもらっているようです。私たちが頼んだので

はなくて、監督自身が面白がって作られたのですけれど、そ

の映画の中で明治学院大学の辻信一という教授が、こういう

発言をしておられます。 

 「現代の若者には、『問い』を発する力が足りない。子ども

の村の卒業生にはそれがある。」 

 つまり子どもたち自身が学校や普段の生活で、「あれ、こ

れ何？」とか、「なんで？」とか、「なんとかせんと」とか

いう思いにとらわれることが非常に少ない。明治学院大学で



は、子どもの村の卒業生にそれが目立つ、と言っておられる

のです。じっさい私たちの学校の卒業生が、この大学の卒業

生の代表に選ばれたり、卒論が特に良かったというので学長

から特別表彰を受けたりしています。 

さて、私は鰺坂先生か

ら言われたことばを忘れ

られませんでした。子ど

も自身に接して、子ども

を見ながら、子どもと共

に教育学をつくっていく

ように、というあの教えです。それで大阪市立大学に勤め

ていた時に、近くの幼稚園の協力を得て幼児教室という形

で、おもちゃを作る、料理をする、絵本を作るという実践

をやってみました。写真は３～５歳児の子どもたちが「か

んげた」、あるいは「かんうま」を作って遊んでいるとこ

ろです。「ポックリ」というところもあるようです。後ろ

の人たちは学生さんです。 

 このおもちゃ作りには大事な原則が２つありました。 

１．作り方を教えない。作っている間に自分で考えないと

いけないような困ったことが起きる。 

２．教材を教材屋さんから買うのではなくて、身の回りに

あるものを使ったおもちゃにする。身近な材料や不用品を



使えば、幼児教室の時だけでなく家でも、「これをおもち

ゃにしてみよう」と子どもが考えて、お父さんやお母さん

にいろいろなものを用意してもらえます。 

 上の写真の２人は、どちらも幼稚園の 4 歳児です。左の

子は家を作りました。これをごらんになる大人の多くは、

「屋根はどうするの？」といいます。この子にとって家

は、屋根があるよりも前に、そこでゆっくりできるところ

です。これは、この子の自分の家です。屋根は後からつけ

ます。右の子も 4歳児です。切り出しナイフを使って、苦

労して 3カ所に穴を開け、自分自身がロボットになってい

ます。幼稚園の年中組の子でもこれだけのことができるの

です。そばにいる大人は教えませんから、「なんとかし

て、やりとげたい。助けてもらわないで自分でロボットに

なるんだ」という気になった子です。 

 次は年長組の 5歳児です。私たちの船のイメージとは全

然違っています。子どもにとって船とは水に浮かぶもので

幼児教室のおもちゃづくり    おうち と ロボット 



す。たくさんの旗を立てています。心理学的には、旗の 1

本 1 本が自分自身です。自己主張のあらわれです。 

  身近なもの、たとえば牛乳パック、空き缶、アイスクリ

ームの容器など、どの家庭にもあるようなものを使ってい

ろいろなものを作りました。秋になると木の実を探しに山

の中を歩き、いろんな色の木の実を集めてペンダントを作

ったり、独楽
こ ま

を作ったりしました。子どもたちは、上のよ

うな独楽にも挑戦します。ゆっくり長くまわってくれま

す。そのほか鉄砲とか弓とか、自分の力を振るえるおもち

ゃは、男の子にも女の子にも大人気です。牛乳キャップ、

洗濯バサミ、台所のごみ袋（こいのぼりの材料に最適）など、

いろいろなものがおもちゃに出来上がります。 

 次の写真は、大人の作った見本の「パチンコ」で、ビー

玉を転がし、ところどころに受け皿と障害物を作っておき

ます。これがすごく人気のある活動です。なにしろ本格的

な仕事です。大人用ののこぎりを使って、金槌で振るって

  大きな船（５歳児）        どんぐりの独楽 



釘をこんなにたくさん打って、そ

して竹で受け皿も取り付ける。こ

れを作っている時の５歳児の子の

様子をちょっと見てください。 

  この子は 5 歳児です。板を自分

で切り、外枠を打ちつけていま

す。外枠をつけないとビー玉が外

へと飛び出すので、これは大事な

仕事だとすぐわかるのです。私は

この時もすぐそばにいましたが、

指示は一切しません。「困った。

どうしよう？」と聞かれても、

「さあ、どうしよう」、「どうし

たらいいかなぁ」というぐらいし

か相手にしない。仕方がない、自

分で考えるしかない、という子に

育っていってくれました。 

 外枠を調子よく打っていまし

た。金槌でコンコンと打つのです

が、とつぜん顔をしかめました。 

 写真のようになっていたのです。どこか手に当たって痛

かったか、服にひっかかったために顔をしかめたのでしょ



う。彼は、板をひっくり返しまし

た。つまり、先ほどのデューイの

5 局面で言いますと、「アイタタ

タ」あるいは「服に引っかかっ

た」という問題が生じた。「これ

どうなってるんだ」というので、

裏返しにした。「あぁ、こんなになってしまっている。さ

あどうしよう」……どうしたと思われますか？ まずは、

だれでも思いつくように、金槌でコンコンと叩いて戻そう

としました。残念ながら、うまくいかない。板は乾いてい

て、しっかり打ちつけてある上に、釘が寝ていますから

ね。寝ている釘を叩いて戻すのは、なかなか厄介です。だ

いぶ頑張りましたけども、彼はあきらめて、第 2 の仮説に

行きました。押してもだめなら引いてみようというわけで

しょうか、ペンチを持ってきました。こういう時でも私

は、「なかなかいい考えだね」などとは言いません。

「お、今度はペンチ？」というくらいです。彼は、これで

いけると思っています。しかし残念ながらうまくいかなか

った。あまりにもしっかり打ち込んであったので、釘の頭

をつまむことができない。さあどうしましょう。 

 皆さんはどう思われますか。叩いてもダメ、引っ張って

もダメ。でも、この子は、そのままにしおくと何が困る

か、というところまで戻ったのです。つまり、金槌で叩い



て戻してみた。ペンチで引っこ抜

こうとしてみた。どっちもダメだ

った。そこでデューイの創造的な

思考の第２の「 問題を見つめ

る」まで戻りました。 

 つまり釘が出ていたら何が問題

なのかと彼は考えた。釘が出てい

ても当たっても痛くなければい

い。服に引っかからなければい

い。彼のアイデア、見てくださ

い。 

 これは 5 歳の子ですよ。釘が出

てるということの問題の本質を見

抜いたんです。しかも、その後、

指先で撫でて、思わずニコーと笑

いました。つまり、自分で「これ

でいける」と確かめたのです。 

 次の週です。1 週目ではうまく

仕上がらなかったので、ビー玉が

入る受け皿を作ろうとしていま

す。まず輪切りにして、次にして

半分にすればいい。彼は、竹はの

こぎりで切らなくても、金槌でナ



イフを打ち込んで、ぎゅっとひねれ

ば見事に気持ちよく割れることを経

験して知っています。ところが、横

にして割ろうとしています。何か言

いたくなるのを我慢しました。 

  彼は、うまくくいかないので、

その竹を立てて、まずは 2つに分

けてしまおうとしました。さて、

どうなったでしょう。 

  うまくいきました。隣の子に

「ほら、見てみい。できたぞー」と自慢しています。とこ

ろが、またしても問題が発生します。手元を見てくださ

い。私は止めません。彼は、横でも割れると思ってやって

みたのですが、予想外のことが起きてしまった。 

  補足しますと、5歳の子で、金槌のこんなところを持て

る子は、相当に金槌を使い慣れている子です。本職の大工

さんはもっと端の方を持ちます。初めて金槌を使う子は金

属部のすぐ近くを持ちます。この次に、彼がいかに、小さ

な科学者のように考える力をつけつつあるかが、よくわか

かります。 

 この子は、まだ失敗したとは思っていません。「縦に小

さく割れてしまったけれど、これではどうかなぁ」と、ビ



ー玉がうまく入ってくれるかどう

かを、自分で確かめているので

す。これでは小さすぎて、ビー玉

がちゃんと入ってくれそうにあり

ません。改めて竹を輪切りにし

て、2 つに割って仕上げました。

こういう時、大人の多くは声かけ

てしまいます。 

「ちょっと待って。縦と横の違い

ぐらい考えなさいよ」などと、余計なことを言ってしまい

ます。それでは、せっかく子どもが小さな科学者として成

長している姿の邪魔をすることになります。 

  デューイの「創造的思考の 5 局面」に戻ってみると…… 

１．問題の感知…「困った、どうしよう。何とかせんと」 

２．問題の観察…「一体どうなってるんだ」 

３．仮説の暗示…「そうだ、こうしたらいいに違いない」 

４．結論の推敲…「本当にこれでいいかなぁ」 

５．行動による検証……実行して「うまくいった」 

         または、「ああ、ダメだ」 

 この子は、第２の仮説としてペンチでやってみた。ダメ

だった。そこで第 3 の仮説に行く前に「問題の観察」にま

で戻りました。まさに、科学者が物事を考えるときと同じ

ように考えて作っています。 



ニイルとサマーヒル・スクール 

 さて、もう一人、学校を

つくるにあたってとても大

きなヒントをもらったのが

イギリスのニイルです。こ

れがサマーヒル

（Summerhill School）とい

う学校です。昔の広い邸宅のようなところを使っていま

す。彼の本を読んで、最も重く私の心の中に入り込んでき

たのが、困った子ども、つまり物を壊したり、ウソをつい

たり、盗みをはたらいたりする子どもというのは、悪い子

ではない。かわいそうな子だよ、という発想の大転換でし

た。 

｢困った子というのは実は不幸な子である。彼は内心でたた

かっている。その結果として外界に向かってたたかう。｣ 

（『問題の子ども』） 

 問題の子どもは、心の中

に葛藤あるいは戦争が起き

ている、というのです。 

 これは、ご存知フロイト

の図式です。人間の心は大

きく意識と無意識に分かれ



る。それまでの心理学は意識の部分だけしか扱ってこなか

った。しかし実は無意識の方がうんと大きくて力が強く

て、我々に対して支配力を振るっている。その無意識の中

には、だれでもが持って生まれた「生きようとする力や願

い（本能・生命力）」と、生まれた後に外から入ってき

て、いつのまにか無意識化されてしまっている無意識（超

自我）がある。この両者の間に戦争状態が起きている。こ

れが解決されないと、どんどん沈み込んでいく。しかし、

なくなったわけではない。何かにつけて、これが力を振る

うというわけです。 

 無意識化されたこととは、例えば、我々はほとんどが右

手でペンや箸を持ちます。イギリス人は、かなり多くの人

が左手でも字を書きます。でも、日本の文化の中ではお茶

碗を持つ手、箸を持つ手、としつけられています。生まれ

つき左利きの人の割合は、私の調べたところ、いちばん少

ない説でも 12％で、3 分の 1 は生まれつき左利きではない

かという研究者まであるくらいです。私たちが赤信号で止

まるのだって、いちいち頭で考えて進もうか止まろうか、

などと考えないではないですか。自然に足が止まります。

それが「超自我」です。しかし、それが本能・生命力と衝

突しなければいいけれど、しばしば戦争状態が起きていま

す。しかも、なんといっても無意識ですから、我々にはそ

れがなぜなのか、どういうことが起きているのかわからな



い。ここのところは、子どもの相手をする時にとても大事

だと思います。大人は子どもに対してよく言います。「何

べん言ったらわかるの」とか、「いつまでそんなことして

るの」、「いいか悪いか考えてごらん」といった言い方を

します。しかし、「何回も注意されているのに、どうして

いつまでも同じことをするの」と言われて、ある男の子は

言いました。 

「ぼくに言わんといて。ぼくの心に言って」（２年生男子） 

 これは教育学上の名言だと思います。この問題を解決し

ないことには心が平和にならない。ニイルは、盗み癖が直

らない子といっしょに隣の家へニワトリ泥棒に入るとか、

盗みを働いた子にご褒美をあげるとかいったことをしてい

ます。これは「超自我」をつくり直すのが目的です。つま

り教え込まれた道徳から子どもを解放して、子ども自身が

「ものの見方や考え方」を再構成するのを援助しようとい

うわけです。 

 「すべての因習と迷信と偽善から解放された時、その時

はじめて、私たちは教育を受けたといえるのだ。」(『教師

の手記』1915年、32歳)  

  彼が最初に書いた本の中のことばです。教え込まれた道

徳や知識ではなく、自分自身でいろいろやってみて、考え

抜いて自分自身の生き方を身につけていく。それを応援す

るのが学校だというのです。 



 ある時、女の子がボソボソと言っていたことばを耳にし

て、私は胸がつまりました。 

 「わたしね、ここにいると、わたしでいられるの。」 

 「ここ」というのは、子どもの村です。それまでは自分

ではない自分を強制されて生きてこなくてはいけなかった

のでしょう。小学校 5 年の女の子です。 

 子どもたちの心の中を生き生きと、溌剌と、そして自己

否定感のないような状態にしよう。それさえはっきりして

いたら、あとの学習や人間関係や道徳など、すべてその 後
あ と

に続く。ニイルはそういうふうにも書いています。 

 そこでニイルは、サマーヒルでは、自分自身の生き方が

できる子どもになってもらいたい。そのための練習の場が

学校だというので、非常に特徴のある 3 つのやり方を取り

入れました。 

 まず授業に出るか出ないかは子どもが決める。本当に授

業に出ていない子もほんの少しはありますが、一方で「も

う授業時間が始まっている。早く来てよ」と言って、子ど

もが先生を呼びに来る授業もとても多くあります。 

 次に、ミーティングをしてみんなで話し合って決める。

時には、大人が反対しても子どもたちとの多数決で決まっ

てしまうことさえあります。でも、その結果がよくなけれ

ば、次のミーティングで「やっぱりうまくいかないよ」と

大人が議題を出せばよろしい。 



 最後に、「○○先生」と呼ばれる大人は一人もいない。

みんなファーストネームで呼ばれています。ニイルはアレ

キサンダーという長い名前なので、短く「ニイル」と呼ば

れていましたけれど、ジャックとかメアリーとかいうふう

に、どの大人もファーストネームで呼ばれています。Mr.も

Mrs.も何もつけません。 

 これが初めてニイルと会っ

た時（1971）の写真です。緊

張しました。7月の終わりな

のに背広を着こんで、ネクタ

イまで締めてます。2 度めは

その翌年で、3度めは残念な

がら彼の葬儀の日でした。 

 

  キルクハニテェイ  

 

 ジョン・デューイとニイルのほかにもう一人、私にとっ

てとても大事な人がありました。ジョン・エッケンヘッド

といいます。ニイルの考え方にすっかり共鳴した人です

が、ニイルとはちがって、自分はスコットランドで学校を

つくるぞ、といって学校づくりを始めました。 

 ニイルもスコットランドの出身なのですが、最初は「ス

コットランドでそんな自由な学校は無理だ。やめたほうが



いい」と忠告しました。それでもジョンが「やっぱりや

る」と言い出したのが、ちょうど第２次世界大戦が始まっ

たばかりの頃（1940 年)でした。みんなが、せめて戦争が

終わるまで待て、とアドバイスしましたが、ニイルはその

時になって「今こそやらないといけない」と励ましたそう

です。 

 本館は重要文化財にも指定されています。1940 年に 5 人

の子どもと共に開校して、1997

年まで続きました。牛や馬や豚が

いた家畜小屋が、宿舎、教室、陶

芸の部屋などの改装されて使われ

ていました。 

 これこそは最もキルクハニティ

らしい建物です。 柊
ひいらぎ

の木の上に

ツリーハットができた。しかし、

子どもたちは満足せずに、「2 階

キルクハニテェイの本館      宿舎（元家畜小屋） 



建てにしようぜ」、さらに「も

う１階いけるぞ」となりまし

た。材料は、ジョン校長が製材

所からタダでもらってきたもの

ばかりです。ハラハラドキドキ

しながら、でっかいものに挑戦

するという意味で、心理的な解

放につながります。さらに思い

切り頭を使わないとこんなこと

はできません。「これでうまく

いきそう、いやダメか、いやいやもうちょっと」と考え続

けます。それだけではありません。夢と目標をひとつにし

て、みんなで仕上げていく共同の大事業です。このほかに

も本格的なモノづくりや建物の新築にも挑戦しています。 

 食事は、普通の家庭のようにお父さん役とお母さん役の

職員と、子どもたち何人かが集まって、一つのテーブルを

囲んで食べるというやり方でした。 

 

さまざまな理論と実践に学ぶ 

 

 私たちは、基本的な考え方はデューイとニイルから学び

ましたが、実践面ではキルクハニティからもとても多くを



学びました。私たちの学校のやり方を考えていくにあたっ

て、いちばん大事な人は、デューイ、 ニイル、エッケンヘ

ッドの 3人です。デューイ（Dewey）、ニイル(Neill)、エ

ッケンヘッド(Aitkenhead)で、ちょうどうまく「DNA」に

なっています（笑）。だから、私たちの最も大事な遺伝子

はこの 3人です。 

 でも、それだけではありません。さまざまな理論や実践

を抜け目なく取り入れています。 

 戦前の日本で輝かしい歴史を持っている生活綴方とか、

戦後の「山びこ学校」とか、あるいは 30年代に注目された

集団主義教育などです。（目標の共有や役割分担のための話し合

いをするのには、この考え方がヒントになっています。） 

 イギリスのオープンプラン・スクールとかフリースクー

ルとか、カール・ロジャーズの来談者中心のカウンセリン

グのやり方とか、そのほか、ルソー、ペスタロッチ、フレ

ーベルなど、多くの有名な教育家の実践と思想が入り込ん

できて、子どもの村の

基本理念ができていま

す。でも特別に大事な

のはこの 3 人（デュー

イ、ニイル、エッケン

ヘッド）です。 

 学習の質を、先生の



話を聞いていたら済むという従来の授業ではなくて、子ど

もたち自身が発見する、つくっていく、確かめるという学

習の仕方に変えていこうというのが、私たちの大きな願い

でもあるわけです。 

 

 子どもの村学園の実際   

 

 私たちは、どんな子どもになってほしいと願っているでし

ょうか。その教育目標をひとことでいえば「自由な子ども」

への成長の援助ということになります。 

 自由な子どもというのは、感情面でも、知的にも、社会的

にも自由な子どもという意味です。 

１．まず、感情面では、情緒が安定している、自信を持って      

いる、生きる喜びをいつも感じている、という心の中の状態

の子ども。 

２．そして、ジョン・デューイが言ったような、知的好奇心

が旺盛で、「小さな科学者」のように考える子ども。 

３．こういうことは、子ども一人だけではできません。何ら

かの大きさのグループが必要になります。みんなで思いを共

通にして、そのための役割分担をして、結果を喜び合う。そ

ういう意味で社会的にも自由な子ども。 

 こういう子どもたちになってもらおうというのです。で

も、現在の普通の学校のやり方ではとても無理のようです。



なぜなら、先生が何でも決めてしまいます。子どもが決める

ことがほとんどありません。これでは、私たちが思うような

意味での自由な子どもはとうてい育たない。だから、まず第

１に、できるだけ子どもが決める、子どもが選ぶ、というよ

うにしよう。⇒自己決定の原則。 

 現代の学校では、年齢が同じというだけの理由で 40 人もの

子どもに同じことを、同じ教材で、同じスピードで、同じ目

標に向かって教え込んでいます。子どもたちは年齢が同じで

も一人ひとりが違っているのだから、学習の仕方、ペース、

そして教材を多様化しないといけない。⇒個性化の原則。 

 子どもたち自身が発見するようにしたい。そのためには教

科書中心のやり方ではとても無理なようです。ジョン・デュ

ーイが奨励したような、生きる上でどうしても必要な、そし

て子どもたちが好奇心に駆られて熱心に取り組むような活動

に挑戦して、そこからいろいろな方面に興味や関心を広げて

いく学校にしよう。⇒体験学習の原則。 

 そして、この自己

決定、個性化、体験学

習という 3つの原則を

ずらしてできた図形か

ら、普段の学習活動を

組み立てました。 



 3つの原則のすべてが重なっている真ん中をプロジェクト

と名付けました。小学校では、これが学習時間のおよそ半分

を占めています。 

 それと分かちがたく外側にくっついているのが基礎学習。

小学校では「ことば」と「かず」。中学校では、いわゆる教

科学習的な学びです。一人ひとりが違うのを大事にしようと

いう個性化の原則の外側の部分は、体育とか音楽とか、ミー

ティングとかの、いわゆるグループ活動です。 

  個別学習は、自分の思うことだけに取り組むのではなく、

教師の方から「こんなこともできるんじゃない？」とか「こ

れもいっぺん調べてみたら？」とかいったアドバイスや挑発

を受けながら、個々の子ども（特に中学生）がやってみる時

間です。 

 この 4 つで時間割を作りました。こういうわけで小学校で

は、国語、算数、理科、社会といった教科名はありません。

その代わり「自由選択（多種多様な活動から学期単位で選

ぶ）」や「全校集会」といった変わった名前が週間計画に登

場します。 

 

 プ ロ ジ ェ ク ト   

  

 真ん中のプロジェクトは、体験学習ですが、その活動の中

で、頭も心も手先も人間関係も、まとめて発達してもらいま



しょうという考え方に立っています。ですから、手先を使う

ためだけの体験学習ではないし、実物に触れるからというだ

けの体験学習でもありません。いちばん大事なのは、デュー

イが言ったような、自分で考える態度と能力です。そのため

には、ままごとや理科実験のような形ではなくて、生きてい

く上で必要なホンモノの活動でないといけません。 

 そこで普段の衣食住や「生きるための活動」からまず始め

ます。でも、それには「読み書き算」とか「九九」とか、あ

るいは三角関数といったものが大事な「道具」として使われ

ます。例えば九九は、覚えて言えるようになったとしても、

それだけでは九九をマスターしたとはいえません。九九は使

えるようにならないと意味はないでしょう。九九は言えたら

よろしい、ということになりがちですが、それを道具として

使うということの方がずっと大事です。 

 しかも、そうして子どもが見つけたものを、自分でつくり

上げた知的生産物だと見てあげようと考えます。先ほどのパ

チンコを作っていた子のガムテープなどは、まさにその好例

です。彼はそこから得た知識をその後もいろんなところで応

用しています。 

 では、プロジェクトの時間にどういうことをしているでし

ょうか。次の写真では、長いすべり台を作っています。斜面

に作るのですが、きれいな曲線になるように作るのはどうも

難しそうだ。何回かに分けて作るしかない。では何回に分け 



ようか、という話し合いです。この時は 3 回か 4回に分ける

ことになりました。 

 次は、きのくに（和歌山）

の大人と子どもの全員が集ま

った全校集会です。普段の友

だち間のトラブルから国際問

題まで、何でも議題になりま

す。大地震に見舞われた人た

ちのために、自分らのおやつ

代を半分にして寄付を送ろ

う、といった提案が可決され

ることもあります。多数決で

は大人の 1票も１年生の 1票も同じ 1 票です。 

 次は、かつやま子どもの村の全校集会です。小学 1 年生の

子もいれば、中学 3年生の子もいます。大人も参加します。

どの学校にもミーティング委員会があって、この時の議長も

委員の一人で小学校 5 年生です。 

 



 どのクラスでも、プロジェク

トで何をどのようするかについ

ても、しょっちゅう話し合いに

なります。このクラスミーティ

ングでは、担任の大人も手を挙

げていますが、ほかの子らは挙

げていないので、大人の提案はたぶん否決されたのでしょ

う。子どもの村は、とにかく話し合いの多い学校です。走っ

ているバスの中でも話し合いになることもあります。 

 ファームという名前のクラス

の子どもたちが作った野菜の自

慢をしています。立派な白菜と

大根ができました。「ピーマン

1 万個大作戦」というのにも挑

戦しました。 

 工務店クラスのおもちゃ博物

館づくりです。何を建てるかと

いう長いミーティングが続い

て、ようやく 棟上
む ね あ

げです。担任

（右下）は、何も指示しないでビ

デオを撮っています。完成した

ら自分たちの自慢の手作りおも

ちゃを展示します。 



 南アルプスの子が、春まつり

で、うどんを作っています。お

客さんにどんどん食べてもらっ

て、うんともうけてクラス旅行

をしようという計画です。 

 麺を 茹
ゆ

でる長さの実験を繰り

返し、材料の値段の比較なども

して、しっかりと計画を立てま

した。「まつり」が終わって、

材料費と売り上げの計算をしてみると、ざんねん、かなりの

赤字になってしまいました。 

  和歌山（きのくに）での様子です。学校は、谷の低いとこ

ろにあります。寮は山の上にあり

ます。かなり回り道をしないです

むように近道をつくろうというの

で始まった活動です。 

 斜面がとても急なので、滑り落

ちるといけない、杭を打ってロー

プを通して落ちないようにするこ

とになりました。この写真の２人

は 2 年生と 3 年生です。ニコニコ

笑ってますけど、「おいおい大丈

夫？」と言いたくなりませんか？ 



 3か月かかって近道は完成しました。大仕事でした。私た

ちはこの時に抜け目なく、いろいろな学習へと話を持ってい

きます。杭を打ってロープを通すことにして、その杭はどれ

ぐらいの間隔で打つか。平均して 1メートルか 80 センチか、

それとも……。近道全体の長さを測って杭が何本必要かも計

算しないといけません。Ａというホームセンターでは 1本が

百何十円、Ｂというホームセンターでは 10 本の束でいくら。

どっちがお得か。その頃は消税が始まったばかりで 3％でし

たが、払うお金はどれだけ？ ……まさに盛沢山の算数なの

です。全体のロープの長さにしても、杭に普通に通すだけ

か、通して一回ぐるっと回ってから次へ行くかで、どれぐら

い違うか計算しなくてはいけません。 

 それだけではありません。道という漢字を使ったことばや

言い回しや、ことわざ・格言など……担任はどんどん欲張り

ます。……。 

 たとえば歴史的にどんな道があるだろう。東海道五十三次



とか中仙道とかシルクロードとか、そんな話まで広がってい

きます。理科の話にもなりました。例えば、出来上がった段

階で、子どもたちがどこかに隠れて、何人の子が通ってくれ

るかと数えていたのですが、数人が滑ってしりもちをつい

た。なにしろ出来上がったのは 12 月でしたからね。 

 「８人も滑ったぞ」というので、大人の出番です。 

 「なぜ滑ったんだろう。」 

 「それはね、凍ってたから滑ったんだ。」 

 「でも、なぜ凍ってたの？」 

 「それは冬だから凍ったんだ。」 

 「冬だったら、なぜ凍るの？」 

 このあと地球は地軸が 23.5 度傾いて自転しているから、太

陽のまわりのこっちの時と反対側の時では、何がどう違う

か、というようにして天文学の話まで進んでしまいました。 

 右の２人は入ってきたばかりの 1

年生です。女の子はサツマイモ料理

のために秤を使っています。男の子

は、テラスを作って遊び場を広げる

ために電動ドリルを使っています。 

 プロジェクトを学習計画の中心に

据えると、そこから普段の毎日の生

活のいろいろなことが決まってきま

す。 



 まず、１週間の授業時間数のうちの半分はプロジェクトと

いう形で進めます。学級編成は完全に縦割り学級になりま

す。子どもたちは、どんな活動をしたいかによってクラスを

選ぶからです。料理をしたい子、農業をしたい子、工作や木

工をしたい子というように分かれてクラスができます。だか

ら、クラスの名前は、何年何組とかではなく、工務店、ファ

ーム、劇団、料理店、クラフトセンターなどになるわけで

す。子どもたちは、大人から紹介された各クラスの主な活動

の候補と、担任（２人）と、参加しそうな友だちの顔ぶれな

どを見て自分の参加するクラスを選びます。 

 こういうやり方で大事なのは、プロジェクトとして道を作

ったりする活動と、いわゆる基礎学習的なこととの間に、相

互に依存関係があるように計画を立てることです。 

 子ども自身が考えて選んだり決めたりする学校です。次の

1 週間の計画も子どもたちと一緒になって決めます。「自由

選択」では、体育とか音楽とか、時には手話とか、いろいろ

な活動を子どもが１学期単位で選べるようにします。 

 さらに学校の外へどんどん出ていきます。女性職員でもマ

イクロバスの運転のできる人が何人もいます。 

 学校の建物の設計にしても、今まで通りのまっすぐな廊下

があって、同じ大きさの教室が連続してつながっている校舎



ではとても無理です。できるだ

けオープンプラン方式にした方

が使いやすいです。 

 外部の先生、村の先生、町の

先生にもどんどん入ってきても

らいます。福井の勝山の村で

は、昔は炭焼きがとても大事な

産業だったというので、木炭は

どうやって焼くか、やってみよ

うということになりました。けれど炭焼きの窯のことなど、

大人の中にだれ一人として知る者はありません。村のお年寄

りに来てもらって、窯の作り方を教えてもらいました。 

 中学生たちが、地元に昔から伝わる踊りを村のおばさんに

教わっています。運動会の日に保護者に披露しました。 

 1996年、キルクハニティのあ

の 3 階建てのツリーハットに対し

て、スコットランド文部省から

「直ちに取り壊せ」という命令が

来てしまいました。その後、私た

ちの学園が施設全体を買い取った

時に、第１に考えたのがこのツリ

ーハットの再建です。小学生たち

ががんばりました。 



 古いテレビを解体しています。真ん中の機械部分を全部取

りのぞいて枠だけ残すのですが、何のためでしょう。この子

らは劇団というクラスの子なのですが、自分たちがテレビに

出て自作自演のお話づくりを楽しみます。 

「臨時ニュースを申し上げます。堀さんが宝くじを買いまし

た。30万円当たりました。奥さんにみんなとられました」と

いったニュースを作って喜んでいます。 

 ファームのクラスの子たちが、ある年、ジャガイモを植え

たのですが、残念ながら植えつけが遅すぎて小さいイモしか

できなかった。でも、ジャガイモの劇をしたいと言い出しま

した。 

 年末に学校へ見学にきた人たちに「何を育てているの？」

と聞かれて「ジャガイモー！」と応えたけれど、豆粒のよう

なイモしか見せられなか

った。見学の人たちから

さんざんバカにされてし

まった。 

「まぁ、仕方ないか。子    

 



どもの仕事なんだから」 

 「これじゃあ豆ジャガじゃが」 

 「そうじゃがそうじゃが」 

 子どもたちはアカンベーして怒りました。 

 次の年に、また同じ人たちが「去年のあのジャガイモはひ

どかったねえ」と言いながらやってきました。今年は小さい

イモからだんだん大きくなって、最後の巨大ジャガイモを見

せられて見学客たちが仰天して幕になるというお話です。日

本児童青年演劇協会の集まりに私が呼ばれて行った時に見て

もらったら、すごく褒めてもらいました。 

 中学生たちが区長さんに連れられて、「昔はここに家があ

った」、「ここは田んぼだった」、「ここは用水の溜め池に

なったんだよ」などと村の中を案内してもらっています。正

式の担任がいない世にもめずらしいクラスの中学生たちで

す。区長さんに教えてもらいながら、なぜこの村がこんなに

人が少なくなって、子どもも減って 寂
さ び

れてきたんだろうと３

年間こだわり続けて、1冊の本にまとめ、普通の書店に出る

中学生が出版した本 



ホンモノの本として出版しました。この子らは、この村がだ

んだんと寂しくなっていくということと、昭和 30 年代の日本

の経済発展の時代とがちょうど連動している、ということに

気がつきました。 

 それを聞いた福井のかつやまの中学生が、今度は過疎化が

進んだ村ではなくて、もうなくなってしまった村について、

またしつこく調べて、別の本を出版しました。 

 山梨の正式の担任のいないクラスの子らも、県内に流行し

た地方病についてこだわり続けて本にしました。日本公衆衛

生学会という学会での発表に招かれました。 

 工務店というクラスは喫茶店を建てて営業しています。右

側が喫茶店の店員たちで、左がお客さんたち。カレーライス

と飲み物を出すのですが、保

健所の所長から正式の営業個

許可書ももらったホンモノの

喫茶店です。どんな料理でも

出せます。あるテレビで、

「日本でいちばん営業時間の

短い喫茶店」

と報道されて

しまいまし

た。 

 



 

 基 礎 学 習 

  

 基礎学習のことも少し紹介

しておきましょう。基礎学習

のことを私たちは「ことば」

と「かず」と呼んでいます。

その中身の中心は国語と算数

に近いのですが、理科や社会

につながる内容も多く、また

それぞれのクラスのプロジェ

クトとも連動するように工夫

しています。学習プリント類

はすべて手作りです。市販のものは一切使いません。 

 このプリントには自分たちの顔や写真まで出てきます。

上の子は「かず」のプリントに取り組みながら思わず笑っ

ています。（「子どもの村のおもしろ学習プリント」という本の出

版が企画されています。ご期待ください。） 

 子どもたちは一人ずつ別の机ではなく、テーブルに一緒

に腰かけて、時には「ああでもない」、「こうでもない」

と言いながらプリントに挑戦します。 

 小学 1年生の算数では「１０のかたまり」というのに、

どの学校の先生も力を入れられるのですが、この概念がち



ゃんと頭に入っていないと、

繰り上がりと繰り下がりの学

習に苦労します。私たちの学

校では、まず手を使い、感覚

で確かめながら、1年生の 4月

の終わりには 1000の位まで目

で見て理解してもらいます。

写真のように 10 個ずつ集め

て、それが 10 個あつまったら

100、100 が 10個で 1000……

でも１０にならない残りが 7 つ

なので、これを、どう書いたら

いいか。子どもの方でもすぐに

気付いてくれます。 

「かんたんやー。１１８７でい

いんじゃない？」 

とまあ、こんなふうにして位取りの学習が進みます。「手

と目をつかう算数の」の初歩です。 

  上の２人はどちらも 1 年生です。「かず」の時間にババ

抜きをしています。普通のババ抜きのように、同じ数の札

が来たら下におろせるのではなくて、もらった札と持って

いる札の中で、合わせて 10 になるのが見つかったらおろ

す、という子どもの村で開発されたババ抜きです。 



 1 年生の 3 学期には九九の

表を自分で作っています。金

属のレールにビー玉を転がし

てつくります。100までの目

盛りが打ってあって「8 が 3

個で２４，次の 8個を転がし

たら３２になるはず。えーと、その次は……」などと言い

ながら自分たちで九々の表を作っています。この学校では

九々の表は、先生から配ってもらえません。  

 次は、買い物に行った時の様子です。１人 200 円までは

何でも買ってもいいことにしたのですが、「お前いくら残

ってる？」「オレは 15円残ってる」「ぼくは 20円」「全

部あわせたらもう 1 個買えるぞ」とか、そんな計算をして

いるところです。 

 機嫌よく買い物していたのですが、とつぜんみんなで言

い出しました。 

 「堀さん堀さん、ラーメン食べたくなった」。 

 「ええっ？ ラーメン？」と思いましたがパッとひらめき

ました。 

 「小さいラーメンだったら

１人 1 個ずつ買ってもいい

よ」。 

 「わーい、わーい、わー



い」と言った途端、 

 「だけどすぐには食べない。賞味期限が切れたら食べよ

う。」 

 さあ、あと何日で賞味期限が切れるかを計算しないとい

けません。まさに実践的な算数です。1 か月が 30 日とは限

りませんからね。 

 プリントはすべて手作りで、しかも実際にいる子どもや

大人まで写真付きで登場します。例えば…,九々の学習に続

けて……… 

 「ひでちゃんは、もっと美人になりたいので、『美人にな

るくすり』をのんでいます。あさとよるに 1つぶずつのみ

ます。1しゅうかんでは、なんつぶのみますか。」 

「ゴンちゃんはもっと金持ちになりたいので、『金持ちに

なるくすり』をのんでいます。朝、ひる、ばん、そして寝

る前にも 1 つぶずつのみます。1しゅうかんでは、なんつ

ぶのみますか。」 

 （ゴンちゃんというのは小学校の校長先生です。） 

 子どもたちは、こういうプリントに喜んで挑戦してくれ

ます。このプリントの最後にはこんな質問です。 

 「ところで、ごんちゃんは金持ちになりましたか。」 

 「すごい金持ちになった」「少し金持ちになった」 

 「変わらなかった」 

 「少し貧乏になった」「すごーく貧乏になった」。 



 この 5つから選ぶように

してあります、たいがいの

子が「少し金持ちになっ

た」を選びますね。 

 これは漢字のプリントで

す。「漢字のひみつ」シリ

ーズとして、おもしろいフレーズをたくさん作って配りま

す。子どもたちは喜んでくれます。 

「大きな太った犬に吠えられた」 

「森や林には木がいっぱい」 

「タヒチ島で死んだ」などなど。 

 子どもたちは、堀さんのプリントには何か「しかけ」が

あるぞと言いながら、それを探り出そうとします。 

「駅の駐車場に馬がいた」 

 こういう時はまた歴史の話に持っていくことができま

す。 

「駅って何？」 

「新幹線や電車が止まるところで、レールがいっぱいあ

る。」 

「だけど新幹線も電車もなんにもない頃でも、蒸気機関車

もなかった時代にも駅っていうのはあったんだよ。」 

「えぇーっ！ そんなぁ。」 

  こういうところから、駅ということばの意味から、馬車



や船でものを運んだ時代とかいうように、抜け目なく歴史

の話にまで持って行きます。 

 「ことば」のプリントでは、こんなのもあります。 

「八方美人」 

  1．どの方向から見てもきれいな人 

 ２．だれにでもいい顔をするイヤな人 

 どっちが正しいか選びなさい、という問題にすると、ほ

とんどの子が「1」に〇を付けます。こういう問題を考えな

がらプリントを作るのはとても楽しいのです。 

 

  学力は大 丈夫か   

 

 最初の方の生活実態調査の結果に話をもどしましょう。 

「学校でいちばん楽しいのは何か」 

という問いに対して「授業」と答えた小学生は、農村で

５％、大都市ではゼロに近い２％しかありませんでした。

私たちは、せめて 3 割、できれば 3 分の 1 ぐらいは、授業

や学習がいちばん、と言ってくれるような学校をつくりた

い。そう思って活動を始めたのですが、さて、実際はどう

なったでしょうか。 

 学校ができてから 25年が過ぎた頃、子どもの村の小学校

高学年の子に同じように「学校でいちばん楽しいことは何

か」という質問をしてみました。「プロジェクト」と「基



礎学習」がいわゆる授業に当たるわけですが、なんと、合

わせて 58％の子が、授業がいちばん楽しいと言ってくれま

した。 

 しかし、この結果を見てもまだ疑いの晴れない人たちも

います。 

「学校は楽しいだけでいいのかですか。」 

「高校への入試で困るんじゃないか」などなど。 

 そこで別の方法で確かめました。私たちの中学校の卒業

生が高校へ入ると、期末試験や中間テストなどで同じ問題

を使った学年共通試験があります。その学年全体での順位

を調べました。結果はこの表の通りです。 



 1 年目(2009 年)を例にとると、卒業生たちの進んだ高校

の 1 学年全体の平均が 238人で、我が校の卒業生の順位の

平均は 38 位となっています。あとの３年間はほぼ同じ割合

の結果が続きます。卒業生たちは、高校へ行っても学力面

ではとくに困っていない、といってよいでしょう。  

以上で、私たちの学園の考え方と実際の様子はおおよそ

おわかりいただけたでしょうか。 

 最後に 2，3 付け加えさせてください。 

 私たちの学校への入学の手続きですが、いわゆる入学試

験というようなものはありません。ご本人にも一度は見学

に来てもらって、そのあと 2 泊 3日（6 年生だけ 3泊 4

日）の体験入学に来ていただき、本人の希望と保護者のご

理解を確認したのち、ベッドなどの余裕があれば入っても

らえます。なお、中学校からの入学は原則としてお受けし

ていません。高等専修学校では、外部生の入学試験にも実

施しています。 

 職員の基本給は、職種や年齢に関係なく全員が同額で

す。つまり高卒の人も学園長の私も、20歳の人も 60 歳を

超えた人も基本給はまったく同じです。ただし扶養家族の

ある人にはかなり多めに手当てをつけています。 

 最後にもう一つ。私たちの学校についてこんな勘違いを

しておられる方がいらっしゃるようなのです。 



 「子どもの村は自由な学校だから、授業に出ても出なく

ても自由。登校してもしなくても好きなようにしてよろし

い。」   

 子どもの村はプロジェクト中心の学校です。子どもたち

が、みんなで思いを持ち寄って、話し合いを重ねて、共に

汗を流して、その結果を喜び合うという学校です。好き勝

手ができるのではなくて、とても忙しい学校なのです。そ

して、その忙しさを楽しむ学校でもあります。 

 開校 1年目のことです。ふつうの公立校に合わせて低学

年の授業時間数を減らして、火曜と木曜は午前中だけにし

たところ、子どもたちから抗議されました。 

 「ぼくらだけ、ひるから（午後）がないからソンして

る。大きい子だけなんて、ずるい！」 

 子どもたちから「学校の休みが長すぎる」といって文句

を言われることの多い学校です。 

 

 まだまだお話したいことは山ほどあるのですが、今日の

ところはこのへんで終わりにさせていただきたいと思いま

す。どうもありがとうございました。 

 

 

 


